
七面鳥は北アメリカ原産のキジ科の１０kg近くになる大型の鳥で、肉質は鶏肉より脂分が少なくさっぱりしており、
低カロリー高タンパクなヘルシーフードとして海外では好まれています。奥能登での七面鳥の飼育は昭和６０年代に始まり試行錯誤を続け、

現在ではヒナのふ化から食肉処理まで一貫して生産しています。また、七面鳥は警戒心がとても強く臆病なため、
奥能登の静かな自然環境はストレスがなく七面鳥飼育に最適なのです。現在は、阿岸の七面鳥としてブランド化し、

地元ホテルから東京のフランス料理店などへ通年出荷しています。

阿岸の七面鳥

画像はヒナ鳥


